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昭和 54年度秋田県におけるポリオ

流行予測感染源調査成績について

原田誠三郎＊佐藤宏康＊高山和

橋久美子＊森田盛大＊

I はじめに

今イド度のポリオ流行予測慇染源調鉦は，南秋田郡五城

目町と仙北郡角館町の両地区を対象に実施したので，そ

の成組について報侶する．

II 実験材料及び実験方法

A.実験材料

1. 奨便

被検材料の痰便は， 0~6オまでの健庫小児計 147名

（五城日町82名，角館町65名）から採取した．なお，焚

便は採取直後にSabinのLE培此液 (SLEK)で10偽

乳斉llとし，密栓したのちトライアイスで沫結し検査時ま
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で一70℃に保存した．

2. 実験方法

ウイルスの分離及び同定は既報！）に準じて行った．

m 調査成績

成紐は表 1に示した．すなわち両地区から分離された

ウイルス株数は全部で31株で (21.8%) コクサッキー B

群ウイルス l(Cox.B-1)烈 2株，コクサッキー B群ウ

イルス 5(Cox. B-5)型l4株，ェコーウイルス 3(Echo 

-3)収 5株，アテノウイルス 2 (Adeno-2) 型 l株及

び型別ふ明のアデノウイルス 3株，ポリオウイルス 1(P 

-1)型 3株，ポリオウイルス 2 (P-2)型 3株で，

昨年度の同調森の20株よりも 11株多く 21.8％の分離率で
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あった．

また，地区別及び年令別に分離状況をみると，まず，五

城目地区では 0~2オの分離株数が16株で同地区での分

離株数の76％を示した．さらに， 0オではCox.B-5型が

2株， Echo-3型が1株，アデノウイルスが 1株分離さ

れた．さらにP "•1 型 3 株と 2 型が 1 株の計 4 株が分離

された．っぎに， 1オでは， Cox.B-1型， Echo-3型

及びAdeno-2型が各々 1株ずつ分離された．また， 2 

オではCox.B-l型 l株，同 5型1株， Echo-3型 2株

及びアデノウイルス 1株の計5株が分離された．なお，

5オでもCox.B-5型が 4株とEcho-3型が1株の計5

株が分離された．一方，角館地区でのウイルス分離状況

をみると， Cox.B-5型は 0オと 4オを除いた各年令か

ら合計 7株が分離され，同地区ても五城目地区と同様，

最も多く分離されたウイルスであった．さらに， 6オで

はアデノウイルスが 1株分離された．また， P —- 2型が

1オと 3オからそれぞれ 1株ずつ分離された．

IV 考察

両地区でポリオウイルスが分離されたか，両地区の検

体採取がポリオ生ワクチン投与後 2ヶ月を経過した直後

であったことから，これらポリオウイルスはワクチン由

来株と思われた．一方，五城目地区ではEcho-3型が5

株分離されたか同ウイルスは全国的に過去数叩h]に散

発的な分離報岩例2)3)がみられることなとから，局地的な

侵襲によるものと推定された．しかし， Cox.B-5型ウ

イルスは，当所て実施中の定点観測調査でも口内炎や発

疹症の患者から分離されるなど，その侵襲は極めて活発

であることが小唆されていたが，両地区から多数分離さ

れた事実などから県内全域が本ウイルスによって大きな

侵襲を受けたものと推定された．また， Cox.B-1型は

五城目地区でのみ 2株分離されに．このように夏期に侵

淫するエンテロウイルスの状況を把握する意味において

も，今後ポリオ感染源調査と限定することなく，同調益

を広く定点観測体制に組み入れて，夏期間中の小児羮便

からウイルス分離を継続すべきであると考えられる．

V まとめ

昭和54年度のポリオ流行予測調査（感染源調査）を南

秋田郡五城日町と仙北郡角館町の 2地区で実施し，つぎ

の成績を得た．

1)両地区から分離されたウイルスは全部で31株でCox.

B-1型2株， Cox.B-5型14株， Echo-3型 5株，

Adenoが4株（Adeno-2型 1株） P-］型 3株，

P-2型 3株であった．なお，分離されたポリオウイ

ルスはワクチン由来株と推定された．

2) Echo-3型とCox.B-1)利は五城目地区でのみ分離

されたが， Cox.B-5型は両地区から最も多く分離さ

れた．

稿を終えるにあたり本調査の推進に御協力下さいまし

たh城目，角館両保健h斤及び公衆衛生課の担冑各位に深

謝致します．
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